






































































































７／２８ ユニークな自己紹介 ９／２０ 子供の頃の夢
８／１１ 教室で使える日本語 １０／ ４ 尊敬する人
９／１４ 生まれ変わったら… １０／１７ 世界最後の日
１０／１２ １０年後の私 １１／ １ 希望
１０／１９ １０年前の私 １１／２４ 日本語質問会（中部ジャワ州）＊
１１／ ２ 私が今欲しいもの １１／２５ 日本語質問会（ジョグジャカルタ州）＊

















































































































































































（２）ビデオコミュニケーションアプリ zoom のウェブサイト（英語）https : //zoom.us/
（３）ブレイクアウトルームとは、グループ通話中に参加者を小さいミーティングルームに分け、2名以上の
グループで話させることができる zoom の機能である。ブレイクアウトルーム中、ホストは自由にグル
ープ間を行き来でき、様子を巡回することができる。
（４）“日本語パートナーズ”事業とは、国際交流基金の派遣事業のひとつで、「幅広い世代の人材をASEAN
諸国の主として中等教育機関に派遣し、現地日本語教師と学習者の日本語学習の「パートナー」として、
授業のアシスタントや会話の相手役といった活動をするとともに、教室内外での日本語・日本文化紹介
活動等を行ない、ASEAN諸国の日本語教育を支援」している（公式ウェブサイトhttps://jfac.jp/partners/
より抜粋）。なお、インドネシア派遣は２０１４年度より開始し、２０１８年度までに約６００名の日本語パートナ
ーズが派遣されている。
（５）自由記述のため「道具」と「単語帳」の両方記述した者が１名いたため、それぞれの項目に含めて集計
した。
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